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P1−466 　胎盤絨毛 の 分化 に お け る ReLA− associated 　Inhibitor（RAI ）発現 に 関する検討
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【目的】胎盤絨毛の グル コ ース の輸送 に は ， グ ル コ ー
ス トラ ン ス ポーター1 （GLUTI ）が重要な役割を担う．我 々 は こ れ まで

に，分化能 を有す る ラ ッ ト絨毛癌細胞株 （Rcho − 1細胞）で は分化 に伴い
， 転写因子 Sp1 お よび GLUT1 の 発現が 低下 す る こ

とを示して きた．あわせ て，Spl が GLUTI の プ ロ モ ーター
書舌性 を制御す る こ とを示 した．近年胎盤 にお け るそ の 存在が 同定

され た 核内 因子 Re1A −
associated 　Inhibitor（以

．
ドRAI）は NF −KB の 抑制因子 で あ り，

　 Spl に対 して も抑制的 に働 くこ とが示

されて きた．そこ で今 回我 々 は ， 絨毛の 分化 に お け る RAI の 関与 を検討 した．【方法1イ ン フ ォ
ー

ム ドコ ンセ ン トの 得 られ た

各妊娠三半期の 胎盤絨毛を用 い た リァ ル タイム PCR 法 ， 免疫組織染色 に よ り， RAI の 妊娠週数に よ る変動 と胎盤絨毛におけ
る局在 を検 討した．次 に Rcho− 1細胞に おけ る CAT ア ッ セ イ に て，ラ ッ トGLUTI 遺伝子 プ ロ モ ーター活性 に対する Spl，

RAI の 役割を，
　 Rcho− 1細胞 の 分化に 伴うRAI 蛋白量の 変動を ウ ェ ス タ ン ブロ ッ ト法 に て検討した．【成績】RAImRNA は妊

娠週数 と と もに 増加 し，RAI の 免疫活性 は syncitiotrophoblast に 主 に 限 局 して い た．　RAI の 強制発現 に よ り GLUTI プ ロ モ ー
ター活性 は抑制 され た が ， Sp1結 合部位 を含ま ない GLUTI プ ロ モーター

変異遺伝子 の 場合で は その 抑制効果 は認めなか っ

た．また Rcho − 1細胞の 分化 に 伴い RAI 蛋白量 の 増加を認め た．【結論】RAI は 絨毛細胞 に存在 し，　 Spl を介 して 胎 盤 絨 毛 の

分化 に 寄与す る 可能性が示唆 さ れた．

P1−467 　胎盤，絨毛 にお ける 嗅覚受容体 の 発現

浜松医大

板倉 　称，金 山 尚裕

【目的】嗅覚受容体 は嗅上 皮の み ならず精子などに も発 現 して い る こ とが 明 らか に な っ て きた，精子 に お い て は 卵の 嗅覚物質

が リガ ン ドと な り遊 走す る こ と が最 近 判 明 した．我 々 は受精卵 の 遊 走，絨毛 の 浸潤 に も嗅覚受容体 が 関与 して い るの で は ない

か と考え胎盤 や 絨毛の 嗅覚受容体 の 発現 に つ い て 研究 を行 っ た．【方法】ラ ッ トの 胎盤 ，
ヒ トの 初期胎盤お よ び 胎盤 における嗅

覚受容体 お よび シ グナ ル伝達 の 下 流 に存在す る 蛋 白群で あ る G 蛋白 〔Golf）， ア デ ニ ル 酸 シ ク ラーゼ （ACIII）　，イ オ ン チ ャ ン

ネル （CNC ）の 発現 に つ い て RT − PCR 法お よび ウ ェ ス タ ン ブ ロ ッ ト法を用 い て 調べ た．なお ヒ ト胎盤に つ い て は人工 妊娠中

絶術後，正常分娩後 に イ ン フ ォ
ー

ム ドコ ン セ ン トを得て 採取した．【成績】胎盤お よび絨毛組織 に含まれ る mRNA よりRT −

PCR を行い 嗅覚受容体お よ び シ グ ナ ル 伝達 の 下 流 に 存在す る蛋白群の 発 現 を検討 した．　RT − PCR の 結果 ， ラ ッ ト胎盤 ，
ヒ ト

初期胎 盤 で は予 想 され た サ イ ズの DNA 　fragment が 増幅 され，さ らに 遺伝子配列を解析 して み る と嗅覚受容体お よ び嗅覚受
容体 の シ グ ナ ル 伝達の 下流 に ある Golf，　 ACIII，　 CNC の 発現が 確認 され た．しか しヒ トの term の 胎盤サ ン プ ル に は発現が 認

め られなか っ た．次 に Golf，　 ACHI の 発現 を ヒ ト初期胎盤，ラ ッ ト胎盤に つ い て ウ ェ ス タ ン ブ ロ ッ ト法 で 検討して みる と，　Golf
の 発現 は認 め られ ， ACIIIの 発現 は 認め られ なか っ た．【結論】ヒ ト初期胎盤 ， ラ ッ ト胎盤 に 嗅覚受容体 お よ び そ の シ グ ナ ル 伝

達 の 下 流 に あ る蛋 白群 が発 現 し て い る こ とが 明 らか に な っ た．

Pl−468　母獣 の 骨髄 細胞 が マ ウ ス 胎盤 形 成 に 寄与 す る 可 能性
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旧 的】骨髄 由来細胞の ある 種の分画は 多分化能を有 し，種々 の 臓器を構成する細胞に分化して，組織の 再生 ・新生に 寄与する と報告 さ

れ て い る．一
方， 胎盤 の正常な形成発 達 は胎児の健常な発育に必須の現象であ り， 絨毛構造の 分化と胎児側 ・

母体側血管床の 急速な re −

moCleling が進行する 胎盤 の 形成過程 の 解明が待たれ る．今回我々 は，　 Green　fluorescent　protein　transgenic （Tg）マ ウ ス を用 い て，母

獣骨髄由来細胞が胎盤形成 に寄与する可能性を検討した．【方法】施設内動物実験委員会の 承認の もとに，Tg 雌マ ウ ス に nOI1
− Tg 雄マ

ウス を交 配，妊娠 1＆5 日目に開腹 し non − Tg 胎 仔 の 胎盤 を採取 した．また，　Tg 雄マ ウス の 大腿骨 及び頸骨 か ら骨髄細 胞 の 単核球分 画

を調整 し，
こ れ を non

− Tg 妊娠 マ ウス 尾静脈よ り妊娠 4．5お よび 6．5 日に静注 した （1〜4　x 　10T個）．妊娠 18．5 日目に開腹し胎盤を採取

した．共焦点 レーザー顕微鏡を用い て 胎盤にお ける GFP 陽性細胞の 有無につ き検討 した．【成績】Tg 母獣よ り採取 した non
− Tg 胎仔の

胎盤の 連続切片 （150− 200枚）の ほぼ 100％ にお い て胎仔 血管網と絨毛細胞か らな る labyrinth層 （L 層）ならびに絨毛細胞を主体と

す る spengiotrophoblast 層 （S 層）に母獣血 液細胞 よ り大型 の GFP 陽性細胞を検出した．　 L 層中の GFP 陽性細胞の 内 ， 約 2％ は CD34
陽性で あっ た．一

方，妊娠 4．5および 6．5 日目に Tg 由来の 骨髄細胞を静注 した non −Tg 母獣の 胎盤 （n ＝3）の 連続切 片の ll− 18％ に

お い て L 層お よび S層に 1−5個の GFP 陽性細胞を検出した．　 L 層 と S層の GFP 陽性細胞数は 16．3± 23 （SEM ）／胎盤，7，3± O．7／胎盤

で あっ た．【結論】母獣骨髄由来細胞が 胎盤内に認め られ，胎盤形成に何らかの寄与をして い る可能性が示唆され た．
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